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研究成果の概要 

本研究では、機械的機能を有する可展面構造の創成設計を研究の開発目標としている。この目標を達

成するために、異なる機械的機能を持つ複数の構造部材を同時に設計する方法論の構築が必要不可欠

となる。本年度は、力学的特徴が異なる複数の構造部材を同時に創成設計する方法をトポロジー最適化

法の考え方に基づいて構築した。具体的には、複数部材の形状をオイラー座標系において表現する方法

として、拡張レベルセット法を提唱した。同様に、トポロジー導関数の考え方を拡張した拡張トポロジ

ー導関数を定義し、複数部材に対するトポロジー最適化の基本的な枠組を構築した。次に、有限要素法

を用いた具体的なトポロジー最適化アルゴリズムを構築した。代表的な設計問題に適用して、提案手法

の有効性を確認した。また、可展面構造を創成設計するために、面構造を幾何学的制約条件とする創成

設計法の定式化の検討を行った。具体的には、局所厚みが一定となる幾何学的制約条件の定式化法とそ

の数値解析アルゴリズムを開発した。 
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